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技術名称 低水時開放型フラップゲート 担当部署 鉄構事業部

NETIS登録番号 QS-190056-A 担当者 白濱　勝彦

社名等 株式会社協和製作所 電話番号 0952-30-2161

技術の概要 1.技術開発の背景及び契機

2.技術の内容

・自動開放保持機能

・扉体の安定性

3.技術の効果

4.技術の適用範囲

　操作装置を含め全設備が完全水没した状態で、ゲートの全自動作動機能・性能を継続して発
揮することが出来ます。

技 術 概 要　

　近年、多発する集中豪雨等による河川増水（洪水災害）に対し、従来の人為操作によるゲー
トの開閉は困難であり、危険になっています。これにより、小型樋門の自動化が要求されてい
ます。

　上部ヒンジ式フラップゲートの扉体を油圧シリンダが直接自動制御し、河川低水時はゲート
開放状態を長期保持、河川増水時は自動的に自動開閉作動に切り替わり、的確な自動止水・排
水を行うことができる自動ゲート設備となっています。

そして、従来技術と比較して

・自動開閉作動への自動切替機能

・強制開閉操作機能

　開放保持されている扉体は長期間安定して保持され、強風や波浪による揺れ動きが発生しま
せん。従って、扉体と戸当りの衝突現象、これによる騒音、部材損傷などの危険がありませ
ん。

　河川、海岸における排水樋門の中・小形ゲート（0.6㎡～20㎡）に適用出来ます。（20㎡以
上は要相談)
現地の条件に対応して設計・製作・据付工事が可能。

特に効果の高い適用範囲

・堤内外の水位変化が激しく、人の操作が間に合わない場所

・津波の被害が予想される場所

・樋門付近が冠水し、人が操作に行けない樋管

・全水没時対応機能

という5つの特徴があります。

　上流からの排水流により開放作動した扉体が、そのままの開度で保持されます。このため、
排水が円滑に行われ、流木やゴミ等が堆積し難くなります。

　河川水位が予め設定した水位まで上昇すると、扉体開放保持が自動的に解除され、扉体はフ
ラップゲート本来の自動開閉作動に切り替わります。河川水位が高い間は、水位変化に応じた
自動止水、自動排水作動を行います。
低水位時開放型フラップゲートでは、管理者による開閉操作が不要となります。

　操作装置を設ける事により、手動で開閉操作を行うことが出来きます。扉体を任意の角度ま
で開操作しそのまま保持することが出来きます。また手動操作で開放保持機能の解除が可能で
す。
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技術名称 ＥＬ標示板 担当部署 営業・事務オフィス
ＮＥＴＩＳ登録番号 ＱＳ－１５０００６－Ａ 担当者 合瀬　亙
社名など 株式会社E-パートナーズ電話番号 092-851-3150
技術の概要　（アブストラクト）
本技術は、字文字でアニメーション効果を有する無機ＥＬを使った工事用標示板等で従来は、車の　　
ライトを浮かび上がる高輝度反射シートで対応していた。本技術の活用により、遠方や側方からの
視認性を高め、一夜間工事の安全性向上を図ることができた。

１、概要
①　何についてのなにをする技術なのか
・字文字でアニメーション効果を有する無機ＥＬを使った工事用標示板

②従来はどのような技術で対応していたのか？
・カプセルプリズム型高輝度路上工事用標示板（車のライトで浮かび上がる高輝度反射シート

③公共工事のどこに適用できるのか
夜間道路工事現場、トンネル現場、その他の危険箇所表示
河川水位指示標
避難誘導補助灯

２、技術のアピールポイント
従来の高輝度路上工事用標示板に比べ，自発光アニメーション型のため、夜間の視認性が格段
と高まるとともに、車のヘットライトが無くても視認性が高いため歩行者もよく見える
１、新規性及び期待される効果
①　どこに新規性があるのか？
　・車のヘットライトを利用する高輝度標示板から、無機ＥＬ標示板に変えた。
　・光にアニメーション効果を付加した。
②　期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
　・自発光の無機ＥＬ標示板に変えたことにより、遠方や側方霧など見通しの悪い環境下でも
　　視認性を確保するとともに、トライバーのみならず歩行者にも視認できるようになった。
　・光にアニメーション効果を付加することにより、視認性を一段と向上できる。

技術概要
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３、適用条件

①自然条件
　　・稼働温度：－２０℃～５０℃
　　・保管温度：－３０℃～６０℃
②現場条件
　　・商用電源ＡＣ１００（Ｖ）／２００Ｖ，５０／６０(ｈｚ）が確保できる場所
　　・発電機でも可能
③技術条件
　　・全国
④関係法令
　　・道路法
　　・道路交通法
適用範囲
①適用可能な範囲
・工事標示板
・河川水位指示標
・避難誘導補助灯
②特に効果の高い適用範囲
・　夜間工事、トンネル内工事・カーブ地帯など視認性が悪い道路上工事
③適用できない範囲
・特になし
④適用にあたり、関係する基準及びその引用元
・道路工事現場における標示施設等の設置基準（建設省道路局長通知、昭和３７年月３０日）
・道路工事保安施設設置基準（案）（建設省道路局国道第一課長通知、昭和４７年２月）
・道路工事現場における標示施設等の設置基準（国土交通省平成１８年３月３１日）
・道路工事保安施設設置基準（関東地方整備局平成１８年４月）
・道路工事の安全設備設置基準要項（案）（平成８年３月、（財）道路安全保全技術センター）

４、留意事項
①設計時
・特になし
②施工時
・標示板部分はアクリル加工しているが、設置、撤去時に過度の圧力が加わるとパネルが
　破壊する危険がある
・パネル設置時、風圧を防ぐ必要があり、Ａ型看板など必要となる場合がある

③維持管理等
・無機ＥＬの特性上ＬＥＤ同様長期間使用で徐々に明るさが減少するため、パネルの取替は、
　現場周辺の明るさとＥルミネの視認性により交換を決定する。

５、活用実績
国の機関 １件
自治体 ２件
民間

2-47



2-48



2-49



2-50



2-51



2-52



2-53



2-54



2-55



2-56


	令和２年度　新技術新工法説明会　プレゼンテーション資料【熊本会場】
	目次
	7_[技術概要] ウォータークリーン工法 

	[発表資料] CB-160029-A 


	8_[技術概要] 低水位時開放型フラップゲート

	[発表資料] QS-190056-A 


	9_[技術概要] フローティング型 壁式地盤改良工法

	[発表資料] KT-180144-A 


	10_[技術概要] EL標示板

	[発表資料] QS-150006-A 




	TOP: 
	ページリンク: 


